
１ 高浦先生の研究姿勢・｢原典主義｣

私が立教大学に入ったのは大学院博士課程後期課程からであり, そのため高浦忠彦先生と私

が初めてお会いしたのは, 先生が大学院で担当されていた ｢管理会計特論｣ の最初の授業時で

あった｡ 私の大学院の指導教授は管理会計を専門とされた故敷田禮二先生であったが, 同じ専

門分野の研究者である高浦先生は, 実質的に敷田先生と並ぶ私の大学院時代のもう一人の指導

教授であった｡ それ以来��数年以上にわたって, 高浦先生には, 研究の面はもとより, 私の結
婚式の仲人をしていただくなどプライベートな面でも大変お世話になっている｡ 以下では, こ

れまでの先生との交流を通して私が知っている高浦先生の人柄や学問研究に関することを紹介

したい｡

高浦先生は, ����年３月に早稲田大学第一商学部を卒業され, 早稲田大学大学院商学研究科
修士課程・博士課程で会計学・経営学などを研鑽された後, 関東学院大学経済学部助手, 同専

任講師, 同助教授を経て, ����年４月に立教大学経済学部助教授に就任された｡ それ以来,����年３月に定年退職されるまでの��年間にわたり, 立教大学経済学部で研究と教育に多大な
貢献をされてきた｡ 学部では ｢管理会計論｣ ｢簿記｣ ｢ゼミナール｣ などを担当されて, 多くの

有為な人材を社会に輩出されている｡ また, 大学院で担当された ｢管理会計特論｣ では大学院

生に対する真摯で熱心な指導を通じて多くの研究者を育成されている｡

ところで, 高浦先生は, どちらかというと口数が多い方ではない｡ 研究会や会議などでも自

分が確実に理解していること以外はめったに発言されることはない｡ 先生のこのような言行は,

先生の頑固ともいえる徹底した ｢原典主義｣ という研究姿勢から来ているように思われる｡

この ｢原典主義｣ の基本的な研究姿勢については, 先生ご自身が, その著書 『資本利益率の

アメリカ経営史』 (中央経済社, ����年) の ｢はじめに｣ の中で, ｢本書では, できるだけ, 原
典主義を心がけた｡ つまり, 可能な限り孫引きは避け, 権威者がどう言おうと, 原典に直接目
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を通し, 自分の頭で考える, と言う態度を堅持したつもりである｣ (４ページ) と記述されて

いる｡ すなわち, 先生の基本的な研究姿勢は, 可能な限り徹底して一次史料に依拠しようとす

る ｢原典主義｣ であり, さらにこれに基づいた ｢反権威主義｣ の姿勢も併せて貫いておられる｡

この点は, 経営史研究の世界的権威者であるチャンドラー (������������������) 氏や, チ
ャンドラー氏の影響を色濃く受けてアメリカ管理会計史を展開するジョンソン (���������������) 氏の研究に対し, 入手可能な一次史料を駆使して, 経営史や管理会計史の権威者で
ある彼らの見解の再検討・批判を行っておられることによく現れている｡

先生によれば, 原典主義という研究姿勢は, 大学院時代の恩師である古川栄一氏や古川氏を

中心に結成された��� (古川栄一経営研究会) の諸先輩によって鍛えられ, また関東学院大
学の小林正彬氏をはじめとする経営史学会の諸先輩などからオリジナル・データ (例えば, マ

ニュスクリプト) の重視を学んだとのことである｡ 先生のこのような原典主義の姿勢を貫徹さ

れようとしたことをよく示すエピソードを紹介すると, 先生は, ����年に在外研究の機会を得
られてアメリカに渡られたとき, デュポン社創業家一族の一人であり, その関係からデュポン

社の種々の原史料をほぼ独占保有していたチャンドラー氏の研究室を訪れて, デュポン社の原

史料そのものの閲覧を許可するよう交渉したこともあったそうである｡

２ 高浦先生の研究業績

先生は数多くの研究業績を残されているが, それらは大きく３つのグループに分類すること

ができる｡ １つは, 先生の研究の中核をなすもので, 資本利益率に焦点を当てたアメリカ企業

の財務管理史・管理会計史の研究であり, ２つめはその展開形態であるコーポレート・ガバナ

ンスの研究であり, ３つめは日本企業を対象とした三菱財閥の研究である｡

(１) 資本利益率の研究

財務管理や管理会計における重要概念である資本利益率の研究の集大成は, 前掲の 『資本利

益率のアメリカ経営史』 に結実している｡ そして, この著書をベースにした研究で, 先生は����年３月に博士 (経営学, 立教大学) の学位を取得されている｡
『資本利益率のアメリカ経営史』 は, ��世紀以降から����年代までを対象に, ニューイング

ランド綿業企業 (例えば, ボストン工業会社), ジョンソン社 (デュポン社の近代的管理の源

流とされる会社), デュポン社, 食肉加工企業 (例えば, アーマー社), ジェネラル・モーター

ズ (��) 社といったアメリカ企業を素材に, 営業報告書をはじめとする数多くの一次史料を
駆使して詳細に分析し, 資本利益率概念の生成・発展, および資本利益率が財務管理あるいは

価格設定に果たしてきた意義について実証的にまとめられた貴重な歴史研究の労作である｡ お

そらく, 本書は, アメリカ経営史や会計史の研究を行う人にとっては必読の書の１つといって
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もよいだろう｡

先生によると, 資本利益率の研究の出発点となったのは, ����年～��年に発表された ｢��
の価格設定 財務管理史の一視角 ｣ (�) (�) (『経済系』 第��集, 第��集｡ 『資本利益率
のアメリカ経営史』 第５章に所収) であり, この論文によってその後の研究の方向性を見出し,

約��年かけて著書としてまとめられたということである｡ また, この研究を進める上で, アメ
リカへの２度の在外研究 (関東学院大学在職時の����年４月～９月の半年間の在外研究, およ
び立教大学移籍後の����年４月～����年３月の１年間の在外研究) は決定的に重要な機会であ
ったようである｡ １回目の時には主にデュポン社の関係史料を, ２回目の時には資本金利益率

に関係する史料を収集し, それらの詳細な分析がその後の研究成果へと結びついている｡

先生の資本利益率に関する歴史研究は, 前掲著書で残された課題を追って, 最近では２つの

方向に進んでいる｡ １つは, より現代に近づく方向の研究で, 後述するコーポレート・ガバナ

ンスと資本利益率に関連した研究である｡ もう一つは, より古い方向への研究で, ����年代以
降のアメリカ公益企業とくに鉄道業における料金規制と資本利益率との関連についての研究で

ある｡

なお, 先生がなぜ ｢資本利益率｣ を研究対象にされたのかについては, 次のようなことを言

われていた｡ すなわち, 先生の最初の論文である ｢経営学方法論に関する一考察 山本安次

郎教授理論の理解のために ｣ (『商経論集』 第��号, ����年５月) では, いわゆる行為的主
体存在論の解明を行ったが, それを経てより具体的に管理方法の ｢経済的基盤｣ の解明に向い,

さらに ｢経済的基盤｣ 分析を産業レベルにも具体化して史実を追う過程で, 原価計算から資本

利益率に対象を変えていったということのようである｡

(２) コーポレート・ガバナンスの研究

先生は, 前掲の 『資本利益率のアメリカ経営史』 の最終章である第６章 ｢����年代の��
と資本利益率｣ で, 資本利益率を中心とする財務管理技術を駆使する財務管理部門が中核を占

め, 製造機能を弱体化させる結果となった企業を ｢財務管理主導｣ 型企業という概念で捉え,

これと機関投資家の反乱との関連を解明されているが, この研究を基礎にして, その発展とし

てコーポレート・ガバナンスの研究に進まれている｡

そのきっかけとなったのは, ����年の経営史学会第��回全国大会において, 統一論題 ｢コー
ポレート・ガバナンスの歴史と展望 日本企業を中心に ｣ のオルガナイザーとして問題

提起の役割を担われたことである｡ その後, ｢��とコーポレート・ガバナンス ステムペ

ル会長辞任を中心 ｣ (『立教経済学研究』 第��巻第１号, ����年７月) という論文をまとめ
られ, コーポレート・ガバナンス研究を本格的に開始され, 最近では ｢アメリカ法律協会 『コ

ーポレート・ガバナンスの原理：分析と勧告』 前史の研究｣ (『立教経済学研究』 第��巻第４号,����年３月) がそれに続いている｡ 今後, アメリカ大企業のコーポレート・ガバナンス運動と
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資本利益率あるいは利益指標の発展との相応関係の分析を展開される予定と聞いている｡

(３) 三菱財閥の研究

先生の管理会計史の研究は, アメリカ企業を対象とするものだけでない｡ 『三菱鉱業社史』

編纂に関係されたことがきっかけとなって, 三菱財閥系企業を対象とした日本企業の会計実践

の史的研究も行っておられる｡ この研究は, ｢三菱の 『社則』 について｣ (『経済系』 第���集,����年��月), ｢明治期における鉱山業の原価計算 ����(明治��) 年三菱合資会社佐渡鉱山
の事例について ｣ (『経済系』 第���集, ����年６月), ｢初期鉱山会計に関する一考察
尾去沢金鉱の事例について ｣ (古川栄一先生古希記念論文集 『現代企業の基本問題』 同友

館, ����年に所収), ｢明治期・高島炭坑の会計｣ (西川純子・高浦忠彦編著 『近代化の国際比

較』 世界書院, ����年に所収) などの論文として公表されている｡
先生は, 三菱財閥系企業の会計史研究でも原典主義の姿勢を貫かれており, 岩崎弥太郎・岩

崎弥之助伝記編纂会や三菱総合研究所に所蔵する三菱財閥系企業の一次史料を使った詳細な分

析を行われている｡ なお, 三菱財閥の研究は, 先生が関東学院大学に在職されていた時期が中

心で, 最近は一時中断された状態にある｡

３ 高浦先生のひととなり

当然ではあるが, 先生は, 授業や研究会, 学会などの教育や研究の場では, 時に厳しい面を

見せられることがある｡ しかしそれを別にすると, 先生は非常に温厚で包容力のある人柄であ

る｡ その人柄を反映してか, 同業の研究者はもとより, 学生やそれ以外のいろいろな人とも広

範な交流があり, それを非常に大切にされている｡

例えば, 学生との交流という点では, 毎年正月に学部ゼミ生をご自宅に招待されるのが恒例

になっている｡ さらにこのゼミ生招待日とは別の日に, 大学院生や卒業生もご自宅に招待され

ている｡ 私も大学院生の頃に何度も先生宅を訪問している｡ また, 普段でも, 授業や研究会が

終わった後, しばしば先生から酒と肴の美味しい店に誘われ, 最終的に先生にご馳走していた

だいたくことが頻繁にあった｡ 今でも学会や研究会などで先生とお会いしたときは, 必ずとい

ってよいほど夜の酒席に誘われるが, その際に先生と話をしていると院生時代に戻った気分に

なれる｡

ところで, 私の知る限り, 先生は山登りと魚釣りという自然志向の趣味をお持ちである｡ 山

登りは学生時代からされており, 日本全国いろいろな山に行っておられるようである｡ しかも,

愛妻家の先生は奥様と一緒にご夫婦で山登りをされることがよくあると聞いている｡ 数年前に

お会いしたときにはご夫婦で大雪山に登られた話を聞いた｡

また, 魚釣りにもよく行かれているようである｡ 先生がよく行かれていた池袋の小料理店の
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主人などと一緒に三浦半島方面で魚釣りをされた話は昔先生からよく聞いた｡ しかも, その釣

果のいくつかは魚拓にしてご自宅に飾ってあった｡ また最近聞いた話では, 佐渡島に行って魚

釣りをされているようである｡ 私も院生時代に一度だけだが, 先生から誘われて, 先生の学部

ゼミの企画の魚釣りに同行させていただいたことを思い出す｡

末筆となったが, 高浦先生には, どうかご健康に留意され, これからも研究者として教育者

としてまだまだご活躍いただきたい｡ こう願うのは私だけではないだろう｡

高浦忠彦先生の人と学問 ���



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /OK
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts false
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


